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都市型水害対策
　　　　雨水貯留施設　
都市型水害対策に学校・
　公園に雨水貯留施設を

望月　久晴　議員

「効果は認識しており、検討したい」

利
用
者
の
立
場

　
　
　
介
護
保
険

　
　
　
　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た

　
　
　
介
護
保
険
の
運
営
に

岡
嵜

　
郁
子

　議
員

「
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
努
力
す
る 

」

議
員
　
①
平
成
17
年
９
月
の

集
中
豪
雨
の
状
況
と
、
浸
水

実
態
調
査
の
結
果
と
対
策

は
。
②
学
校
や
公
園
の
地
下

に
雨
水
を
一
時
貯
留
す
る
施

設
の
建
設
が
必
要
で
は
。

都
市
整
備
部
長

　①
下
戸
田

と
新
曽
ポ
ン
プ
場
の
排
水
地

域
で
24
万
ト
ン
の
雨
が
降

り
、
９
万
ト
ン
が
排
水
さ
れ
、

15
万
ト
ン
が
あ
ふ
れ
た
。
実

態
調
査
に
よ
り
、
浸
水
地
区

及
び
被
害
状
況
を
具
体
的
に

把
握
で
き
、
今
後
の
浸
水
対

策
計
画
を
作
成
す
る
貴
重
な

デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
。

　②
大
き
な
効
果
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後

検
討
し
た
い
。

議
員
　
公
共
施
設
、
学
校
の

窓
辺
に
つ
る
性
植
物
の
グ
リ

ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
つ
く
っ
て
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
が

で
き
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長

　板
橋
区
の

小
学
校
で
は
室
温
が
５
度
以

上
下
が
る
効
果
が
あ
っ
た
。

本
市
で
も
有
効
な
環
境
対
策

の
一
つ
と
し
て
、
公
共
施
設

や
民
間
に
推
進
し
た
い
。

議
員
　
京
都
市
で
は
廃
食
油

で
２
２
０
台
の
ご
み
収
集
車

の
燃
料
を
ま
か
な
っ
て
い

る
。
本
市
で
も
給
食
の
廃
油

を
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
燃
料
に

利
用
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長

　給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
19
年
度
は
２
月
ま
で
に

９
７
３
８
㍑
を
回
収
業
者
に

買
い
取
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
飼
料
用
や
ペ
ン
キ
・
イ

ン
ク
と
し
て
再
利
用
し
て
い

る
の
で
、
燃
料
用
と
し
て
の

対
応
は
現
状
で
は
考
え
て
い

な
い
。

議
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
便
性
を
高
め
る
調
査
は

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
ま
た
、

逆
回
り
運
行
は
で
き
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長

　17
年
度
を

ピ
ー
ク
に
利
用
者
が
減
少

し
、
逆
回
り
や
路
線
延
長
、

分
割
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

利
用
状
況
の
把
握
や
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
路
線
の
検
討
を

実
施
す
る
。
逆
回
り
運
行
は

費
用
対
効
果
な
ど
を
考
慮
す

る
と
、
現
状
で
は
難
し
い
。

▲台風による荒川の増水

議
員
　
平
成
18
年
度
の
介
護

保
険
改
正
の
目
的
は
「
介
護

費
用
の
削
減
」
で
あ
り
、
軽

度
の
人
の
サ
ー
ビ
ス
締
め
出

し
（
訪
問
介
護
や
福
祉
用
具

利
用
の
抑
制
）、
介
護
報
酬

削
減
、
施
設
利
用
者
の
負
担

増
が
行
わ
れ
た
。
本
市
の
状

況
は
ど
う
か
。
サ
ー
ビ
ス
を

一
律
に
制
限
し
て
い
な
い

か
。

福
祉
部
長

　一
律
の
制
限
は

し
て
い
な
い
。

議
員
　
不
足
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
の
対
策
を
。
①
早
朝
・

夜
間
、
休
日
の
訪
問
介
護
、

②
通
院
の
病
院
内
で
の
付
き

添
い
や
移
動
支
援
、
③
軽
度

者
が
通
い
や
す
い
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
。

福
祉
部
長

　①
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
事
業
所
と
協
力
し

て
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
る
。

　②
介
護
保
険
で
は
、
院
内

は
基
本
的
に
病
院
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
す
べ
き
だ
が
、
現
状

は
難
し
い
。
適
切
な
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
も
と
に
移
動

等
の
介
助
を
行
っ
て
い
る
。

　③
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
利
用

福
祉
部
長

　一
時
的
対
策
で

は
解
決
に
な
ら
な
い
が
、
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
方
々
も
お

り
、
良
い
方
法
が
あ
れ
ば
検

討
し
、
や
れ
る
こ
と
は
や
っ

て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
長
へ
の
手
紙
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
を
。

総
合
政
策
部
長

　公
表
し
て

い
る
自
治
体
の
例
を
研
究

し
、
検
討
し
た
い
。

が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

議
員
　
院
内
介

助
は
、
長
時
間

の
付
き
添
い
に

介
護
報
酬
が
全

額
出
な
い
た
め
、

事
業
所
が
断
る

ケ
ー
ス
も
あ
る

よ
う
だ
。
渋
谷

区
で
は
、
独
自

の
生
活
援
助
制

度
で
院
内
介
助

を
行
っ
て
い
る
。

本
市
も
研
究
を
。

▲適度な運動が長寿の秘けつ
　（ふれあいランド戸田）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

逆
回
り
運
行
を

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

二
酸
化
炭
素
削
減
を

公
聴
制
度
の
充
実
を
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戸田ボートコース・荒川
　　　　水辺　有効利用　
戸田ボートコース・荒川
　　　　水辺の有効利用を

浅井　隆夫　議員

「利用できるよう関係機関に要望する」

議
員
　
戸
田
に
は
貴
重
な
資

源
で
あ
る
水
辺
の
環
境
が
大

き
く
２
つ
あ
り
、
埼
玉
県
が

進
め
て
い
る
「
緑
と
川
の
再

生
」
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の

資
源
を
利
用
し
、
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
で
き
な

い
か
伺
う
。

　
①
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

は
、
最
近
「
釣
り
禁
止
」
の

看
板
が
出
て
い
る
。
原
因
は

一
部
の
釣
り
人
の
マ
ナ
ー
が

悪
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た

た
め
と
聞
い
て
い
る
。
し
か

し
、
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
内
に
は

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ

ル
な
ど
の
駆
除
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
外
来

魚
と
と
も
に
、
大

量
の
ワ
カ
サ
ギ
の

生
息
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
、

一
定
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
の
も
と
、
再

び
釣
り
を
解
禁
に

で
き
な
い
か
伺
う
。

　
②
最
近
、
荒
川

は
水
質
も
良
く
な

り
、
ハ
ゼ
な
ど
の

魚
が
よ
く
釣
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
足

場
の
良
い
と
こ
ろ
が
少
な

く
、
安
全
に
釣
り
を
楽
し
め

る
場
所
が
余
り
な
い
。
よ
っ

て
、
こ
の
荒
川
に
お
い
て
も
、

「
水
辺
の
有
効
利
用
」
の
観

点
か
ら
足
場
等
の
整
備
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　①
ボ
ー
ト

コ
ー
ス
で
の
魚
釣
り
に
つ
い

て
は
、
釣
り
人
と
水
面
利
用

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、
残
さ

れ
た
糸
や
針
な
ど
に
よ
る
事

故
。
ま
た
、
有
料
の
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
釣

り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
利
用
ル
ー
ル
の
明
確

化
と
関
係
者
の
理
解
を
前
提

と
し
て
、
議
員
が
提
案
の
内

容
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　②
「
水
辺
の
有
効
利
用
」

と
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
た

め
の
釣
り
を
目
的
と
し
た
足

場
の
整
備
の
件
に
つ
い
て

は
、
荒
川
の
将
来
像
を
検
討

し
た
「
荒
川
将
来
像
計
画
」

が
策
定
さ
れ
、
市
民
会
議
も

設
立
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
市
民
会
議
の
中
で
議
論

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
関

係
者
に
要
請
し
て
い
き
た

い
。

市
民
生
活
部
長

　安
定
的
な

財
源
確
保
を
図
る
上
で
、
税

収
の
柱
と
し
て
企
業
の
果
た

す
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も

の
が
あ
る
。
企
業
誘
致
は
、

自
治
体
に
と
っ
て
重
要
な
政

策
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、

難
し
い
課
題
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

議
員
　
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な

営
業
戦
略
上
、
大
変
難
し
い

問
題
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
た
と
え
１
社
で

も
実
現
で
き
れ
ば
、
相
乗
効

果
を
生
み
、
懸
念
さ
れ
る
企

業
転
出
の
抑
制
や
、
新
た
な

企
業
進
出
に
つ
な
が
れ
ば
、

大
変
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
と

思
う
が
、
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長

　企
業
の
本

社
が
数
多
く
あ
る
こ
と
は
、

市
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
高
め
、

地
域
経
済
に
与
え
る
波
及
効

議
員
　
企
業
誘
致
の
一
環
と

し
て
、
本
市
を
主
た
る
営
業

地
と
し
て
い
る
企
業
本
社
が

本
市
以
外
に
置
く
企
業
が
相

当
数
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
が
、
積
極
的
に
本
社
を

移
し
て
も
ら
え
る
働
き
か
け

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

財
源
確
保

　
　
　
企
業
転
出

　
　
　
抑
制

　
本
社
誘
致

　

財
源
確
保
の
た
め
企
業
転
出

　
　
　
抑
制
と
本
社
誘
致
を

栗
原

　
隆
司

　議
員

「
市
の
付
加
価
値
を
高
め
情
報
発
信
し
た
い
」

果
が
大
き
く
、
市
に
と
っ
て

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
、
今
後
は
企
業
へ
の

各
種
支
援
制
度
を
整
備
し
、

市
の
付
加
価
値
を
高
め
、
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

情
報
発
信
を
す
る
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
国
保
税
を
除
く
市
税

の
前
期
全
納
制
度
を
創
設

し
、
協
力
し
て
も
ら
え
る
方

に
は
優
遇
を
図
り
、
そ
れ
を

原
資
に
資
金
運
用
を
積
極
的

に
図
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活

部
長

　趣

旨
は
理
解

で

き

る

が
、
特
別

徴
収
納
税

者
と
の
公

平
性
や
低

金
利
の
現

状
に
あ
る

こ
と
を
勘

案

す

る

と
、
全
納

制
度
の
実

施
は
難
し

▲ボートコースには多くの魚が生息しています

い
状
況
と
考
え
る
。

▲市の付加価値をいかに高めるかが課題です

前
期
全
納
制
度
の

創
設
を


